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1. 2020年3月期第3四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 84,214 0.4 1,840 △22.8 1,948 △23.4 2,251 32.3

2019年3月期第3四半期 83,898 3.1 2,382 △13.8 2,544 △12.2 1,701 △13.2

（注）包括利益 2020年3月期第3四半期　　2,264百万円 （159.3％） 2019年3月期第3四半期　　873百万円 （△68.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第3四半期 79.01 ―

2019年3月期第3四半期 57.38 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期第3四半期 69,126 44,309 64.1 1,554.48

2019年3月期 86,801 43,224 49.8 1,517.60

（参考）自己資本 2020年3月期第3四半期 44,309百万円 2019年3月期 43,224百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 19.50 ― 19.50 39.00

2020年3月期 ― 23.00 ―

2020年3月期（予想） 23.00 46.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 127,000 3.0 4,250 △4.8 4,400 △4.7 3,700 13.7 129.85

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期3Q 28,600,000 株 2019年3月期 28,600,000 株

② 期末自己株式数 2020年3月期3Q 95,350 株 2019年3月期 117,855 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期3Q 28,493,435 株 2019年3月期3Q 29,656,598 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点において入手している情報に基づいております。なお、上記の予想の前提条件
その他の関連する事項については、添付３ページをご参照願います。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、企業収益や雇用・所得環境の改善が続く

なか、引き続き緩やかな回復基調で推移しましたが、米中貿易摩擦の長期化による中国経済の減速や、欧州経済の悪

化等の海外経済の不確実性の影響により、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

 このような状況下、当社グループは、3ヵ年中期経営計画『CI・J－3（Challenge＆Innovation・Joint）』中間年

度として、今後も成長が見込まれる環境・エネルギー関連分野に注力し、成長性に重きを置いた事業領域の拡大を図

るとともに、高付加価値なシステム・ソリューションビジネスの展開による収益性の向上に取組んでおります。 

 これらの取組みにより、インフラ事業の鉄道会社及び官公庁向けビジネスが好調に推移し売上に貢献しました。一

方、利益に関しては、米中貿易摩擦長期化の影響を受け利益率の高いＦＡシステム事業のＦＡ分野や情通・デバイス

事業の半導体・デバイス分野が苦戦しました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高につきましては84,214百万円（前期比0.4%増）となりました

が、経常利益につきましては、利益率の高い分野が苦戦したことによる総利益率の低下と、本社社屋移転に伴う一時

的な経費増から1,948百万円（前期比595百万円減）となりました。一方、親会社株主に帰属する四半期純利益につき

ましては、旧本社社屋及び土地の売却益 1,433百万円を計上したことから、2,251百万円（前期比549百万円増）とな

りました。 
 
セグメント別の営業の概況

 (単位：百万円) 
 
    前第３四半期連結 

累計期間 

当第３四半期連結 

累計期間 

増減率 

    増減額 

ＦＡシステム事業 
売 上 高 34,272 33,509 △2.2%

経常利益 1,899 1,582 △317

ビル設備事業 
売 上 高 10,585 8,467 △20.0%

経常利益 △59 △79 △19

インフラ事業 
売 上 高 18,057 25,070 38.8%

経常利益 △87 154 242

情通・デバイス事業
売 上 高 20,982 17,166 △18.2% 

経常利益 625 155 △469
 
①ＦＡシステム事業 

 ＦＡ分野は、配電制御や回転機器は前年並みに推移したものの、駆動機器、コントローラが中国市場の低迷が続

き機械装置メーカ向け受注が低調な推移となりました。 

 産業メカトロニクス分野は、レーザ加工機が案件少なく低調な推移となりました。 

 産業システム分野は、プラントメーカ向け電気設備の大口案件が寄与し伸長しました。 

 その結果、当該事業としては2.2%の減収となり、経常利益は利益率の高いＦＡ分野の低調が影響し317百万円の

減益となりました。 
 
②ビル設備事業 

 設備機器分野は、昇降機は前年並みの推移となりました。一方、受変電設備の需要は継続しているものの、情

報・通信事業者向け大口案件少なく減少となりました。 

 空調・冷熱機器分野は、低温機器、住設機器は前年並みの推移となったものの、空調機器が低調な推移となりま

した。 

 その結果、当該事業としては20.0%の減収となり、経常利益は19百万円の減益となりました。 
 
③インフラ事業 

 交通分野は、鉄道会社向け受変電設備機器の大口案件により大幅に伸長しました。 

 社会システム分野は、官公庁ビジネスが好調に推移し、再生可能エネルギー関連ビジネスである太陽光発電（メ

ガソーラ）も案件増により増加しました。 

 その結果、当該事業としては38.8%の大幅増収となり、経常利益は242百万円の増益となりました。 
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④情通・デバイス事業 

 情報通信分野は、セキュリティに関する需要が継続しているものの、画像映像システムは流通業者向け案件が低

調な推移となりました。電子医療装置も、案件少なく低調な推移となりました。

 半導体・デバイス分野は、ＯＡ機器向け電子デバイス品が堅調に推移したものの、ＰＣ向けハードディスクドラ

イブ用ＩＣはハードディスクドライブの需要が減少し、産業用パワーデバイス及び電子デバイス品は産業機器関連

顧客の生産調整の影響により低調に推移しました。 

 その結果、当該事業としては18.2%の減収となり、経常利益は469百万円の減益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、69,126百万円（前連結会計年度末比17,675百万円減）となりま

した。

 流動資産は、53,253百万円（前連結会計年度末比15,106百万円減）となりました。これは、前連結会計年度末と

比較して、電子記録債権が1,459百万円増加、商品及び製品が1,812百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が

15,158百万円減少、有価証券が1,699百万円減少したことが主要な要因であります。

 固定資産は、15,873百万円（前連結会計年度末比2,568百万円減）となりました。これは、前連結会計年度末と

比較して、工具、器具及び備品が365百万円増加した一方で、土地が1,674百万円減少、繰延税金資産が1,192百万

円減少したことが主要な要因であります。

 一方、流動負債は、22,943百万円（前連結会計年度末比18,329百万円減）となりました。これは、前連結会計年

度末と比較して、電子記録債務が886百万円増加した一方で、支払手形及び買掛金が13,146百万円減少、前受金が

3,272百万円減少、賞与引当金が775百万円減少、未払法人税等が1,843百万円減少したことが主要な要因でありま

す。

 固定負債は、1,872百万円（前連結会計年度末比430百万円減）となりました。

 純資産は、44,309百万円（前連結会計年度末比1,085百万円増）となりました。これは、前連結会計年度末と比

較して、親会社株主に帰属する四半期純利益を2,251百万円計上、土地再評価差額金取崩額が1,143百万円、配当金

の支払が1,211百万円あったことにより、利益剰余金が2,183百万円増加した一方で、その他の包括利益累計額の土

地再評価差額金が1,143百万円減少したことが主要な要因であります。

 その結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は64.1%、１株当たり純資産額は1,554円48銭とな

りました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の業績については、現時点では2019年10月29日に公表しました業績予想から変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,901 8,223 

受取手形及び売掛金 37,346 22,187 

電子記録債権 6,055 7,514 

有価証券 8,999 7,299 

商品及び製品 4,478 6,291 

原材料及び貯蔵品 3 2 

その他 3,576 1,734 

貸倒引当金 △2 △1 

流動資産合計 68,359 53,253 

固定資産    

有形固定資産 10,454 9,004 

無形固定資産 302 351 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,025 6,059 

その他 1,661 458 

貸倒引当金 △2 △1 

投資その他の資産合計 7,684 6,516 

固定資産合計 18,441 15,873 

資産合計 86,801 69,126 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 26,426 13,280 

電子記録債務 3,683 4,570 

未払法人税等 2,043 200 

引当金 1,327 497 

その他 7,791 4,395 

流動負債合計 41,273 22,943 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,498 1,491 

その他 804 381 

固定負債合計 2,303 1,872 

負債合計 43,576 24,816 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,576 5,576 

資本剰余金 5,353 5,356 

利益剰余金 29,124 31,307 

自己株式 △152 △123 

株主資本合計 39,901 42,117 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,614 1,660 

土地再評価差額金 1,521 378 

為替換算調整勘定 11 △59 

退職給付に係る調整累計額 174 212 

その他の包括利益累計額合計 3,322 2,192 

非支配株主持分 - - 

純資産合計 43,224 44,309 

負債純資産合計 86,801 69,126 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

売上高 83,898 84,214 

売上原価 72,815 73,411 

売上総利益 11,083 10,802 

販売費及び一般管理費 8,700 8,962 

営業利益 2,382 1,840 

営業外収益    

受取利息 14 18 

受取配当金 128 137 

仕入割引 19 18 

為替差益 24 - 

その他 46 51 

営業外収益合計 232 226 

営業外費用    

支払利息 6 8 

売上割引 46 52 

為替差損 - 25 

その他 18 31 

営業外費用合計 71 118 

経常利益 2,544 1,948 

特別利益    

固定資産売却益 - 1,433 

投資有価証券売却益 0 15 

ゴルフ会員権売却益 0 - 

特別利益合計 0 1,449 

特別損失    

事務所移転費用 - 65 

ゴルフ会員権評価損 6 - 

投資有価証券売却損 - 0 

固定資産除却損 0 4 

特別損失合計 7 70 

税金等調整前四半期純利益 2,537 3,326 

法人税、住民税及び事業税 1,481 321 

法人税等調整額 △645 753 

法人税等合計 836 1,075 

四半期純利益 1,701 2,251 

非支配株主に帰属する四半期純利益 - - 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,701 2,251 

 

- 6 -

㈱カナデン (8081) 2020年３月期 第３四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

四半期純利益 1,701 2,251 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △787 45 

為替換算調整勘定 △12 △70 

退職給付に係る調整額 △27 37 

その他の包括利益合計 △828 12 

四半期包括利益 873 2,264 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 873 2,264 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

  FAシステム事業 ビル設備事業 インフラ事業 
情通・ 

デバイス事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 34,272 10,585 18,057 20,982 83,898 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

75 95 9 69 250 

計 34,348 10,680 18,067 21,052 84,148 

セグメント利益又は損

失（△） 
1,899 △59 △87 625 2,378 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

 報告セグメント計 2,378

 全社費用（注） 165

 四半期連結損益計算書の経常利益 2,544

     （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

  FAシステム事業 ビル設備事業 インフラ事業 
情通・ 

デバイス事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 33,509 8,467 25,070 17,166 84,214 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

96 44 2 45 188 

計 33,605 8,511 25,072 17,212 84,402 

セグメント利益又は損

失（△） 
1,582 △79 154 155 1,813 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

 報告セグメント計 1,813

 全社費用（注） 135

 四半期連結損益計算書の経常利益 1,948

     （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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